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9 月号曲千

今月の主な紙面

第88回 信州千曲市 千曲川納涼煙火大会
８月７日に千曲川河畔で毎年恒例の煙火大会が行な

われ、小雨が降る中、約１万発の花火が夏の夜空をき

れいに彩りました。

信州さらしな・おばすて観月祭　……２～３
市政トピックス　　　　　　　　……４～５
市民満足度調査の結果　　　　　……６～７
不法投棄は犯罪です　　　　　　……８
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長
楽
寺
お
月
見
ラ
イ
ブ

吉
川
忠ち

ゅ
う
え
い英
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

■
時
間　
午
後
６
時
～

■
会
場　
長
楽
寺
本
堂

■
内
容　
日
本
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
の

第
一
人
者
、
吉
川
忠
英
さ
ん
の
フ

ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
会
費　
２
０
０
０
円

＊
棚
田
米
の
お
に
ぎ
り
や
漬
物
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法　
事
前
に
木
の
花
屋
本

店
ま
た
は
長
楽
寺
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
木
の
花
屋
本
店（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

３
０
０
１
）

○
長
楽
寺（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

３
５
７
８
）

第
34
回
観
月
祭
全
国
俳
句
大
会

■
時
間
　
午
後
０
時
30
分
～
４
時

■
会
場　
市
総
合
観
光
会
館

■
内
容　
第
二
回
姨
捨
俳
句
大
賞

公
開
選
考
会
、
入
選
句
・
当
日
句

の
表
彰
と
講
評
、
受
賞
者
祝
賀
会

（
希
望
者
）

俳聖芭蕉をはじめ多くの文人・墨客の訪れた地として知られる文学と名月の里「おばすて」。その歴史的・文
化的価値を見つめ直し、34回目となる信州さらしな・おばすて観月祭を姨捨区民との協働により開催します。

満月
10月６日（金）

＊
各
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
は
、
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
信
州
さ
ら
し
な
・
お
ば
す
て
観

月
祭
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

農
道
道
し
る
べ

■
時
間　
夕
方

■
場
所　
棚
田
姪
石
苑
周
辺
の
農
道

■
内
容　

　
四
十
八
枚
田
や
田
毎
観
音
、
棚
田

の
姪
石
苑
方
面
の
農
道
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
10
月
４
日（
水
）

に
は
、
棚
田
か
ら
中
秋
の
名
月
が

見
ら
れ
ま
す
。

９
月
15
日
（
金
）

「
信
州
さ
ら
し
な
月
の
里
唄
」
披
露

■
日
時
・
会
場

①
９
月
16
日（
土
）午
後
5
時
～
５
時

15
分（
全
国
俳
句
大
会
式
典
後
の

祝
賀
会
）・
市
総
合
観
光
会
館

②
10
月
７
日（
土
）午
後
６
時
～
６
時

30
分
・
長
楽
寺
境
内

■
内
容　
「
信
州
さ
ら
し
な
月
の
里

唄
」、
組
曲「
月
の
花
挽
歌
」歌
と

踊
り

■
主
催　
信
州
さ
ら
し
な
月
の
里
唄

実
行
委
員
会

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

■
時
間　
午
前
９
時
30
分
頃
～
午
後

５
時
頃
ま
で

■
路
線　

○
屋
代
駅
～
姨
捨
駅
～
温
泉

○
戸
倉
駅
～
姨
捨
駅
～
温
泉

＊
バ
ス
は
約
１
時
間
お
き
に
出
る
予

定
で
す
。

Ｊ
Ｒ
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
10
時
30

分
■
集
合
場
所　
姨
捨
駅

■
内
容　
姨
捨
駅
→
棚
田
→
稲
荷
山

駅
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ

９
月
16
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）

さ
ら
し
な
・
お
ば
す
て
文
学
講
座

■
日
時
・
内
容　

○
10
月
7
日（
土
）
午
後
３
時
～
・

「
月
と
仏
と
お
ら
が
俳
句
」と
題
し

て
、
群
馬
県
長
徳
寺
の
酒
井
大だ

い
が
く岳

さ
ん
に
よ
る
文
学
講
座
を
開
催

○
10
月
12
日（
木
）
午
後
２
時
～
・

矢や

ば羽
勝
幸
さ
ん
を
講
師
と
し
て

「
お
も
か
げ
集
」を
読
む
文
学
講
座

を
開
催

■
会
場　
姨
捨
観
光
会
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
屋
代
西
沢
書
店（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

２
１
７
４
）

10
月
７
日
（
土
）・
12
日
（
木
）

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
に
開
催

黄
金
色
の
秋
の
姨
捨
棚
田
散
策

秋
の
美
し
い
姨
捨
棚
田
を
専
門
の

ガ
イ
ド（
楽
知
会
）と
歩
き
ま
す
。

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
時
間　
午
前
10
時
か
ら
と
午
後
２

時
か
ら
の
２
コ
ー
ス

■
集
合
場
所　
姨
捨
観
光
会
館

９
月
15
日
（
金
）
～
10
月
12
日
（
木
）

高
山
賢け

ん

と人
さ
ん
の

二
胡
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
時
間　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
会
場　
姨
捨
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上

り
線
の
広
場

■
内
容　
二
胡
奏
者 

高
山
賢
人
さ

ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

長
楽
寺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■
時
間
　
夕
方

■
内
容　
長
楽
寺
入
口
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
10
月
４
日（
水
）
～
８
日

（
日
）ま
で
５
日
間
行
な
い
ま
す
。

10
月
４
日
（
水
）
～
８
日
（
日
）

名
物
月
見
汁
の
振
る
舞
い

■
時
間　
午
前
10
時
30
分
～

■
会
場　
姨
捨
観
光
会
館　
広
場

■
内
容　
地
粉
の
だ
ん
ご
と
キ
ノ
コ

を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
、
み
そ
仕
立

て
の
月
見
汁
を
２
０
０
食
限
定
で

振
る
舞
い
ま
す
。

９
月
16
日
（
土
）・
10
月
７
日
（
土
）

９
月
16
日
（
土
）

９
月
29
日
（
金
）

第34回信州さらしな・  おばすて観月祭
９月15日（金） ～10月12日（木）

■問い合わせ先　信州さらしな・おばすて観月祭事務局（観光交流課内、℡026-275-1753）

＊
９
月
15
日（
金
）に
選
者
と
の
食

事
会
を
行
な
い
ま
す
。
希
望
者
は

事
務
局（
℡
０
９
０

－

３
０
８
３

－

０
３
８
１
）へ
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
当
日
句
の
募
集

■
席
題
発
表　
午
前
８
時
30
分

■
用
紙
配
布
場
所　
屋
代
駅
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、姨
捨
観
光
会
館
、戸
倉

駅
、市
総
合
観
光
会
館
、姨
捨
駅

■
投
句
方
法　
姨
捨
観
光
会
館
、
市

総
合
観
光
会
館
で
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
投
句
料　
当
日
句　
２
句
一
組（
席

題
１
句
、嘱
目
吟
１
句
）２
０
０
円

＊
全
国
俳
句
大
会
一
般
句
の
応
募
者

は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
全
国
俳
句
大

会
事
務
局 

（
さ
ら
し
な
・
お
ば

す
て
文
学
館
内
、
℡
０
８
０

－

５
１
０
９

－

５
４
４
７
）

９
月
30
日
（
土
）・
10
月
14
日
（
土
）

棚
田
貸
し
ま
す
制
度
イ
ベ
ン
ト

■
日
時
・
内
容

○
９
月
30
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時
・
稲
刈
り
、
秋
の
み
の

り
感
謝
祭

○
10
月
14
日（
土
）午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時
・
脱
穀
、収
穫
祭
　

10
月
７
日
（
土
）

地
上
の
夜
景
と
天
上
の
名
月
を
一

緒
に
め
で
る
星
空
・
夜
景
観
察
会
を

開
催
し
ま
す
。

3
人
の
講
師
と
一
緒
に
使
い
方
を

勉
強
し
ま
す
。

■
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30

分
■
対
象　
天
体
望
遠
鏡
を
持
っ
て
い

る
人
。
当
日
、
天
体
望
遠
鏡
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　
10
組（
先
着
順
）

＊ 

家
族
、友
人
、一
人
で
も
参
加
可

■
費
用　
大
人
１
８
０
０
円
／
人
、

小
・
中
学
生
１
２
０
０
円
／
人
、

小
学
生
未
満
５
０
０
円
／
人

＊
星
空
観
察
会
ま
で
の
費
用
を
含
み

ま
す
。

星
空
観
察
会

天
体
望
遠
鏡
の
観
測
の
仕
方
、
使
い

方
講
習
会

中秋の名月
10月４日（水）

善
光
寺
平
の
夜
景
と
と
も
に
、
名

月
を
観
測
し
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
撮
影
可
能
で
す
。

■
時
間　
午
後
８
時
～
９
時

■
対
象　
星
空
に
興
味
の
あ
る
人

■
募
集
人
数　
40
人（
先
着
順
）

■
費
用　
５
０
０
円
／
人（
満
月
お
や

き
1
個
、
あ
ん
ず
ジ
ュ
ー
ス
1
本

付
き
）

●
共
通
事
項

■
会
場　
姨
捨
観
光
会
館
広
場

＊
雨
天
の
場
合
、
長
楽
寺
で
天
文
教

室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
最
小
催
行
人
員
数　

　
講
習
会
5
組
、星
空
観
察
会
10
人

■
申
込
方
法　

　
９
月
28
日（
木
）正
午
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
信
州
千
曲
観
光
局（
℡
０
２
６

－

２
６
１

－

０
３
０
０
）

■
会
場　
姨
捨
棚
田
の
姪
石
苑
周
辺

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
７
１
）

お
ば
す
て
市

■
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
会
場　
姨
捨
観
光
会
館
広
場

■
内
容　
野
菜
、
果
物
、
お
や
き
、
き

の
こ
、漬
物
、お
菓
子
な
ど
の
販
売
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市
民
と
行
政
に
よ
る「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」を
広
く
発
信
し
て

い
く
た
め
に
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
９
月
１
日（
金
）～

29
日（
金
）必
着

■
制
作
条
件

①「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
千
曲

市
ら
し
さ
」が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
。

②
文
字
と
合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ

と
も
想
定
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
こ
と
。

③
応
募
す
る
作
品
は
、
自
作
・
未

発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

■
選
考
方
法　
選
考
委
員
会
で
採

用
作
品（
最
優
秀
作
品
）1
点
を

選
考
し
ま
す
。

■
発
表　
採
用
作
品
は
、
本
人
に

通
知
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

■
表
彰　
最
優
秀
作
品
1
点
に

表
彰
状
を
授
与
し
、
副
賞
と
し

て
1
万
円
分
の
千
曲
市
特
産
品

（
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
）を
贈
呈

し
ま
す
。

■
応
募
方
法　
応
募
用
紙
と
作

市政トピックス

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

高齢者運転免許証自主返納支援事業

運転免許証自主返納を支援

循環バス共通回数券を交付

市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

的
に
返
納
し
た
高
齢
者
に
対
し

て
、
公
共
交
通
機
関
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
支
援
す
る
た
め
、
千

曲
市
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
共
通
無
料
回
数
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　
平
成
29
年
4
月
1
日

以
降
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
千
曲
市
民
で
あ
り
、
免
許
返

納
時
に
65
歳
以
上
の
人
。

■
申
請
手
順　

①
千
曲
警
察
署
、
ま
た
は
北
信
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
運
転
免
許

証
の
返
納
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
免
許
証
返
納
時
に
交
付
さ
れ
る

「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」と
本

人
確
認
書
類（
顔
写
真
が
な
い

場
合
は
２
点
必
要
）を
持
参
し

更
埴
庁
舎
生
活
安
全
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
付
内
容　
千
曲
市
循
環
バ

ス
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課（内線5531）■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課（内線5520）

▲民生委員・児童委員用の統一ベスト

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
は
、
年
々
被
害
が
増

加
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
平
成
28
年

中
に
12
件
の
特
殊
詐
欺
事
件
が
発

生
し
、
被
害
額
は
２
０
０
０
万
円

を
超
え
ま
し
た
。

平
成
29
年
は
７
月
31
日
現
在
、

2
件
発
生
し
、
約
１
９
０
万
円
の

ー
共
通
無
料
回

数
券
３
６
０
０

円
分（
本
人
の

み
1
回
限
り
）

品
を
、
直
接
窓
口
に
持
参
す

る
か
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

（seisaku@
city.chikum

a.
nagano.jp

）で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合

は
、
件
名
を「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

応
募
」と
し
て
く
だ
さ
い
。作
品

の
画
材
・
色
数
は
自
由
で
す
が
、

単
色
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ

ン
で
制
作
し
た
作
品
は
、
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
の
い
ず
れ
か
の

形
式
で
、
画
像
サ
イ
ズ
は
２
Ｍ

Ｂ
以
内
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
用
紙
1
枚
に
つ
き
１
作
品

と
し
、
1
人
何
点
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

＊
応
募
用
紙
は
、
更
埴
庁
舎
総
合

政
策
課
の
窓
口
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
提
出
先　

　
更
埴
庁
舎
・
総
合
政
策
課（
〒

３
８
７

－８
５
１
１ 

千
曲
市

大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
内
線

５
３
１
２
）

特殊詐欺の被害に遭わないために

迷惑電話などを防止する機能

を備えた電話機の購入補助

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
予

兆
電
話
は
頻
繁
に
か
か
っ
て
お

り
、
い
つ
被
害
が
出
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
市
で
は
特
殊
詐
欺

等
被
害
防
止
対
策
機
器
設
置
事
業

補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

■
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人
の
み

の
世
帯
、
ま
た
は
一
日
の
大
半

が
65
歳
以
上
の
人
の
み
に
な
る

世
帯
に
属
す
る
人
。

■
補
助
の
内
容　
番
号
非
通
知
や

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に

対
し
て
注
意
を
促
す
機
能
や
自

動
的
に
会
話
を
録
音
す
る
機
能

を
備
え
た
電
話
機
に
買
い
替
え

る
際
、
購
入
費
用
の
２
分
の
１

以
内
で
５
０
０
０
円
を
限
度
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

＊
補
助
金
交
付
要
件
の
詳
細
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、
更
埴
庁
舎
生
活
安
全

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■問い合わせ先　戸倉庁舎・福祉課（内線6212）

民生委員・児童委員用の

ベストを作成

現
在
市
内
に
は
、１
５
１
人
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
民
生
・

児
童
委
員
）が
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
民
生
・
児
童
委
員
の

活
動
を
支
援
し
、
非
常
時
や
夜
間

の
活
動
が
安
全
に
行
な
え
る
よ
う

に
統
一
ベ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
は
、
日
頃
か

ら
各
担
当
の
区
域
で
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
の

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
問
題
に
対
し
て

必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
地
域
の
行
政
や
専
門
機
関
と
の

つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
の
で
、
心

配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
担
当
区
域
の
民
生
・
児

童
委
員
は
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新しい民生・児童委員

を紹介

８月 1日付で 田榮治さん
（戸倉上中町地区担当）が民
生・児童委員として厚生労働
大臣から委嘱されました。

任期は平成 31 年 11 月 30
日までです。

民生委員・児童委員の活動を支援

▲高齢者運転免許証自主返納支援事業
のチラシと無料回数券
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■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

①地域福祉、②健康づくり、③保健・医療、④高齢者福祉、⑤障がい者福祉、⑥生活支援、⑦人権・平
和、⑧歴史・文化財、⑨自然との共生、⑩景観形成、⑪食文化、⑫伝統文化、⑬公園・緑地、⑭上下水
道、⑮ごみ処理、⑯地球環境保全、⑰安全・安心、⑱情報コミュニケーション、⑲子育て、⑳教育、�生
涯学習・スポーツ・文化芸術、�男女共同参画、�国際交流、�都市基盤、�産業連携、�産業振興、�
観光・交流、�移住・定住、�住民自治、�市民交流、�行政経営、　広域行政

千曲市総合計画に掲げた32項目

○32

市民満足度調査は、平成20年度から毎年実施している調査です。「千曲市総合計画」に掲げた32

の達成方針について、市民の皆さんに「どの項目を重要と考え、どの項目に満足しているのか」

などを聴いて、市政運営に反映させています。平成29年度の調査では、千曲市に住んでいる18歳

以上の人を対象に2,000人を無作為に抽出し、953人から回答がありました（回答率47.7％）。

 Ｈ29順位（Ｈ20順位） 項　目 平均点

上
位

１位（１位） ⑭ 上下水道 8.33
２位（２位） ③ 保健・医療 8.21
３位（４位） ⑰ 安全・安心 7.77

下
位

30位（31位） ⑱ 情報コミュニ
　 ケーション 4.10

31位（28位） � 市民交流 4.06
32位（32位） � 国際交流 2.99

Ｈ29順位（Ｈ20順位） 項　目 平均点

上
位

１位（２位） ⑭ 上下水道 3.28
２位（７位） ② 健康づくり 2.16
３位（14位） ⑯ 地球環境保全 2.02

下
位

30位（27位） � 移住・定住 －2.91
31位（25位） � 都市基盤 －2.96
32位（31位） � 観光・交流 －3.02

項
目
ご
と
の
「
重
要
度
」「
満
足
度
」

32
項
目
ご
と
に
、重
要
度
で
は
、

「
重
要
で
あ
る
」を
プ
ラ
ス
10
点
、

「
ま
あ
重
要
で
あ
る
」を
プ
ラ
ス
５

点
、「
あ
ま
り
重
要
で
な
い
」を
マ

イ
ナ
ス
５
点
、「
重
要
で
な
い
」を

マ
イ
ナ
ス
10
点
と
し
、
満
足
度
で

は
、「
満
足
し
て
い
る
」を
プ
ラ
ス

10
点
、「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」を

プ
ラ
ス
５
点
、「
あ
ま
り
満
足
し
て

い
な
い
」を
マ
イ
ナ
ス
５
点
、「
満

足
し
て
い
な
い
」を
マ
イ
ナ
ス
10

点
と
し
、
全
回
答
者
の
点
数
を
合

計
し
、平
均
点
を
求
め
ま
し
た
。

●
重
要
度
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
の
調
査
で
は
、

「
⑭
上
下
水
道
」「
③
保
健
・
医

療
」「
⑰
安
全
・
安
心
」が
上
位
を

占
め
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
の
調

査
と
比
べ「
⑱
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」「
⑦
人
権
・
平
和
」

「
�
国
際
交
流
」な
ど
の
平
均
点
が

上
昇
し
ま
し
た
。
32
項
目
全
体
の

平
均
点
は
、５
・
96
で
し
た
。（
平

成
20
年
度
は
５
・
55
）

●
満
足
度
に
つ
い
て

重
要
度
と
同
様
に
平
均
点
を
求

め
た
結
果
、最
も
高
か
っ
た
の
は
、

「
⑭
上
下
水
道
」で
、
次
い
で「
②

重要度と満足度の上位・下位ベスト３

【重要度】 【満足度】
満足度が高い満足度が低い

市
政
に
と
っ
て
の
重
要
度

重
要
度
が
低
い

重
要
度
が
高
い

１ ２ ３－１－２－３－４

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０
０

平成29年
満足度平均

－0.34

市政への満足度

平成29年
重要度平均

5.96

⑱

⑰

⑯

⑮

⑭

⑬

⑫
⑪

⑨

⑦

③

②

①

�

�

�

�

⑳

維持領域優先改善領域

改善領域 維持改善領域

重要度と満足度の相関図（平成29年度と平成20年度の比較）

健
康
づ
く
り
」「
⑯
地
球
環
境
保

全
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
度
の
調
査
と
比
べ「
③
保
健
・

医
療
」「
⑯
地
球
環
境
保
全
」な
ど

の
平
均
点
が
上
昇
し
た
一
方
、「
�

都
市
基
盤
」「
�
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
」の
平
均
点

が
下
降
し
ま
し
た
。
32
項
目
全
体

の
平
均
点
は
、
マ
イ
ナ
ス
０
・
34

で
し
た
。（
平
成
20
年
度
は
マ
イ

ナ
ス
１
・
11
）

10
年
間
の
総
括

左
図
の
と
お
り
、
平
成
20
年
度

調
査
と
平
成
29
年
度
調
査
の
重
要

度
と
満
足
度
の
相
関
関
係
を
分
析

し
ま
し
た
。
10
年
前
に
比
べ
、
各

項
目
の
重
要
度
が
増
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
市
民
が
多
い
中
で
、

総
体
的
に
満
足
度
は
上
昇
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
個
別
に
み
る
と
ま
だ

ま
だ
各
項
目
と
も
満
足
度
を
高

め
、
各
分
野
で
課
題
を
整
理
し
な

が
ら
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
継
続
的
に
調
査

を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
や
満
足
度
の
把
握
に
努
め
、
事

業
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�

4

④○32

�

�

⑧

⑩

�

⑲
⑤

�
�

市民満足度調査
　　　　　の結果

平成29年度調査

平成20年度調査

�

平成20年
満足度平均

－1.11

平成20年
重要度平均

5.55

⑥
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入
園
申
込
説
明
会
は
各
保
育
園
で

入
園
申
込
書
な
ど
を
説
明
会
時
に

配
布
し
ま
す
。申
込
書
の
書
き
方
や
、

保
育
園
で
の
生
活
で
分
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
、
気
軽
に
相
談
で
き
ま

す
。都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、各
保

育
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
日
時　

○
公
立
保
育
園
、
あ
か
ね
保
育
園
、

あ
か
ね
北
保
育
園

　
10
月
４
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
頃

＊
当
日
は
保
育
園
開
放
日
で
す
。午

前
９
時
30
分
か
ら
園
庭
と
遊
戯
室

期　日 受付・面接会場 受付時間・提出書類

10月17日（火）満照寺保育園 戸倉保育園
午後３時15分
　　　　～４時45分
○入園申込書
○保育料口座振替依

頼書
○就労証明書など
　その他必要書類

18日（水）上山田保育園 五加保育園
19日（木）あかね保育園 あんず保育園
20日（金）あかね北保育園 雨宮保育園
23日（月）八幡保育園 更級保育園
24日（火）徳応院保育園 杭瀬下保育園
25日（水）屋代保育園 埴生保育園
26日（木）稲荷山保育園 桑原保育園

申込書の配布場所 配布期間

○市内各保育園
○更埴庁舎福祉支

援係
○戸倉庁舎保育課
○上山田庁舎市民

窓口課
○更埴・上山田子

育て支援センタ
ー

９月20日
（水）～

表1　入園申込書の配布場所など表２　入園申込書の受付日程など

平
成
30
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

保
育
園
に
は
、
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
０
歳
か
ら
（
園
に
よ
り
異
な

る
）
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
が
入
園
で
き
ま
す
。

保
育
園
と
は

子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
を
行
な
う
施
設

で
す
。
保
護
者
や
同
居
家
族
の
就
労

な
ど「
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
」

理
由
が
必
要
で
す
。

入
園
の
申
込
み
受
付
後「
保
育
の

必
要
性
の
認
定
」を
行
な
い
ま
す
。

認
定
の
区
分
に
よ
っ
て
、
保
育
園
の

入
園
承
諾
や
保
育
料
の
決
定
を
し
ま

す
。

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

○
満
照
寺
保
育
園

　
10
月
３
日（
火
）午
前
10
時
～

○
徳
応
院
保
育
園

　
10
月
４
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

■
会
場　
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園

■
対
象　
新
入
園
児
の
保
護
者

入
園
申
込
み
の
手
順

①
入
園
申
込
書
を
入
園
申
込
説
明

会
ま
た
は
各
配
布
場
所（
表
１
参

照
）で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。申

込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

印
刷
で
き
ま
す
。

②
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
希
望
す

る
保
育
園
の
入
園
申
込
受
付
日
に

必
要
書
類
を
持
参
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い（
表
２
参
照
）。

＊
入
園
申
込
受
付
日
に
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
は
、
希
望
保
育
園
の
受

付
日
の
翌
日
か
ら
11
月
10
日（
金
）

ま
で
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
入

園
希
望
の
保
育
園
に
事
前
に
連
絡

の
う
え
面
接
を
行
な
い
、
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
入
園
申
込
受
付
時
に
、
簡
単
な
面

接
を
行
な
い
ま
す
。
子
ど
も
と
一

緒
に
来
園
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
30
年
度
中
に
職
場
復
帰
や
転
入

予
定
な
ど
で
、
年
度
途
中
に
入
園
を

希
望
す
る
場
合
も
必
ず
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

＊
市
外
の
保
育
園
へ
の
入
園
申
込
み
も

で
き
ま
す
が
、
相
手
先
の
市
町
村
の

状
況
に
よ
り
、
入
園
を
断
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。詳
細
は
戸
倉
庁
舎

保
育
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
入
園
の
決
定　
平
成
30
年
２
月
中

旬
に
入
園
の
決
定
を
し「
支
給
認

定
決
定
通
知
書
」「
支
給
認
定
証
」

な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

＊
継
続
し
て
入
園
を
申
し
込
む
場
合

は
、
通
園
中
の
保
育
園
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

稲
荷
山
く
る
み
こ
ど
も
園
の
説

明
会
は
９
月
８
日（
金
）、
願
書
の
受

付
は
９
月
25
日（
月
）か
ら
11
月
10

日（
金
）ま
で
で
す
。い
ず
れ
も
こ
ど

も
園
で
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
稲
荷

山
く
る
み
こ
ど
も
園（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

１
２
１
５
）に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

保育園の入園申込みの受付を開始
■問い合わせ先　戸倉庁舎・保育課（内線6214）

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す

　
「
し
な
い
」
「
さ
せ
な
い
」
「
許
さ
な
い
」
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
内
で
不
法
投
棄
が
多
発

市
内
に
お
い
て
、山
林
や
河
川

敷
、堤
防
道
路
、駐
車
場
な
ど
に

大
量
の
不
法
投
棄
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
特
に
休
日
や
夜
間
と

い
っ
た
人
目
に
つ
き
に
く
い
時
間

帯
を
ね
ら
っ
て
、不
法
投
棄
を
繰

り
返
す
悪
質
な
事
例
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

「
自
分
だ
け
な
ら
」「
誰
も
見

て
い
な
い
か
ら
」と
い
う
安
易
な

気
持
ち
で
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

行
為
に
よ
り
景
観
を
損
ね
る
ば

か
り
で
は
な
く
、美
し
い
自
然
環

境
を
も
破
壊
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」（
以
下
廃
棄
物
処

理
法
）第
５
条
の
規
定
に
よ
り
、

市
で
は
私
道
や
私
有
地
に
ご
み

を
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
は
撤

去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

行
為
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合

は
、
管
理
者
責
任
に
よ
っ
て
、
そ
の

土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者
が
自

ら
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
、
土
地
の
所
有
者
、
管
理
者
の
皆

さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
不
法
投
棄
さ

れ
な
い
状
況
を
つ
く
り
、
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

○
定
期
的
な
見
回
り
の
実
施

○
柵
や
ロ
ー
プ
、
ネ
ッ
ト
や
バ
リ
ケ

ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
所

有
地
へ
の
侵
入
を
防
止

○
こ
れ
ま
で
何
度
も
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
場
所
に
は
警
告
看
板

な
ど
を
設
置

発
見
し
た
ら
通
報
を

ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
し
て
い
る
人

を
見
つ
け
た
り
、不
審
な
車
を
発
見

し
た
と
き
は
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
や
特

徴
な
ど
を
控
え
、
直
ち
に
千
曲
警

察
署
生
活
安
全
課
ま
た
は
県
不
法

投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

年度 件数 回収量

平成
27年 19件 7,225kg

平成
28年 24件 3,480kg

平成
29年

18件
（７月25日現在）

1,170kg
（6月末現在）

市内不法投棄の件数と
　　　　　　　回収量の推移

通報先

千曲市役所 廃棄物対策課 

℡026-273-1111（内線5422）

県 不法投棄ホットライン 

℡0120-530-386

千曲警察署 生活安全課 
℡026-272-0110

ごみの不法投棄は廃棄物処理
法で禁止され、違反すると５年以
下の懲役又は1,000 万円（法人
の場合３億円）以下の罰金（又は
これらの併科）が科せられます。

昨年（平成28年）の検挙件数

警察署 検挙件数

千曲署管内 ８件
長野県内 166件

Ｈ29.7.24　冠着橋の下

Ｈ29.6.13　千曲川の土手沿い（小船山）

Ｈ29.6.15　県道403号線 Ｈ29.5.15　坂上トンネル付近
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結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺

に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
、
せ
き
や

く
し
ゃ
み
で
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
感

染
症
で
す
。
何
よ
り
怖
い
の
は
、
自

分
が
結
核
だ
と
気
づ
か
ず
周
り
の
人

に
う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
、
法
律
に
よ
り
、

１
年
に
１
回
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
な
ど

の
結
核
定
期
検
診
を
受
診
す
る
よ
う

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
核
は
、
全
国
で
年
間

２
万
人
以
上
の
新
た
な
患
者
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
か
か
る
人
の
多
く
は

高
齢
者
で
、
過
去
に
感
染
し
た
経
験

が
あ
る
人
は
、
老
化
や
病
気
に
よ
る

体
力
の
低
下
な
ど
で
免
疫
力
が
弱
ま

る
と
、
長
年
抑
え
ら
れ
て
い
た
結
核

結
核
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
　

菌
が
再
び
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

結
核
検
診

■
対
象　
65
歳
以
上
の
人
。ま
た
は
、

20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
で
受
診

を
希
望
す
る
人

＊
結
核
患
者
、
既
に
医
療
機
関
で
受

診
済
み
の
人
、
医
師
の
診
断
に
よ

り
免
除
さ
れ
て
い
る
人
、
肺
が
ん

検
診
を
受
診
し
た
人
は
除
き
ま

す
。

■
検
診
日
程　
左
表
の
と
お
り

■
検
診
内
容　
検
診
車
に
よ
る
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
間
接
撮
影

■
検
診
費
用　
無
料

■
検
診
方
法　
65
歳
以
上
の
人
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇
話
会
委
員
を
募
集

■
任
期　
任
命
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限　
９
月
22
日（
金
）

■
応
募
方
法　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用

紙（
任
意
様
式
）に
、
住
所
・
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応

募
理
由
を
記
入
し「
千
曲
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
」を
テ
ー
マ
に
し
た

８
０
０
字
程
度
の
作
文（
Ａ
４
サ

イ
ズ
の
任
意
様
式
）を
添
え
て
、戸

倉
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

持
参
す
る
か
、
郵
送（
当
日
消
印

有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル（spo@

city.chikum
a.

nagano.jp

）で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
戸
倉
体
育
館
内
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
〒
３
８
９

－

０
８
０
６ 

千
曲

市
大
字
磯
部
１
４
０
６
番
地
１
、

℡
０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
、

FAX０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
９
）

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
施
設
の
運
営

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
広
く
聞
く
た
め
に
懇
話
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
20
歳
以
上
の
市
民
で
、

市
の
ほ
か
の
審
議
会
委
員
な
ど
に

な
っ
て
い
な
い
人

は
、９
月
中
に
受
診
票
を
郵
送
し

ま
す
。
受
診
票
を
持
参
の
う
え
、

都
合
の
よ
い
会
場
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

人
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
直

接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
寝
た
き
り
な
ど
の
た
め
、

立
っ
た
姿
勢
で
の
検
診
車
に
よ
る

結
核
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
難

し
い
人

＊
結
核
患
者
、
既
に
医
療
機
関
で
受

診
済
み
の
人
、
医
師
に
よ
り
免
除

さ
れ
て
い
る
人
、
肺
が
ん
検
診
を

受
診
し
た
人
は
除
き
ま
す
。

■
検
診
日
程　
10
月
23
日（
月
）

○
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

○
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
戸
倉
保
健
セ
ン
タ
ー

■
検
診
内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
車

対
応
の
検
診
車
に
よ
る
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
直
接
撮
影

■
検
診
費
用　
無
料

■
申
込
方
法　
事
前
に
更
埴
保
健
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
者
に
は
受
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。受
診
票
は
受
診
時

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・

更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー（
内
線

５
５
０
８
）

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
車
対
応
の
結
核
検

診
を
実
施
し
ま
す

期 日 時 間 会 場

10月10日
（火）

9:30～10:00 長門屋建具店前
10:20～10:50 元町公民館
11:10～11:30 峯公民館
13:00～13:30 生萱公民館
13:50～14:40 雨宮研修センター
15:00～15:30 土口公民館

10月11日
（水）

9:10～9:40 仙石公民館
10:00～10:30 羽尾第四区公民館
10:50～11:10 羽尾第五区公民館
11:30～12:00 戸倉創造館
13:20～13:50 芝原公民館
14:10～14:40 須坂公民館
15:00～15:30 黒彦公民館

10月12日
（木）

9:10～10:00 戸倉保健センター
10:20～10:50 戸倉上町公民館
11:10～11:40 福井公民館
13:00～13:20 温泉公民館
13:40～14:30 上山田文化会館
14:50～15:10 城腰公民館

10月13日
（金）

9:10～9:40 小船山公民館

10:00～10:40 五加コミュニティセ
ンター

10:55～11:55 上徳間公民館
13:10～13:40 上山田庁舎
14:00～14:20 新山公民館
14:40～15:00 漆原集落センター
15:20～15:35 八坂林業センター

10月16日
（月）

9:30～10:00 若宮公民館
10:20～10:50 磯部公民館
11:10～11:50 戸倉庁舎

10月17日
（火）

9:10～9:40 今井公民館
10:00～10:20 柏王公民館
10:40～11:10 内川公民館
13:00～13:30 力石支館（力石公民館）
13:50～14:10 三本木公民館

14:30～15:10 千曲市ふれあい福祉
センター

結核検診の日程

期 日 時 間 会 場

10月2日
（月）

9:10～9:50 竹林の湯駐車場

10:10～10:30 和田酒店

10:50～11:20 佐野公民館

13:20～13:40 大田原公民館

14:00～14:30 郡公民館

14:50～15:20 小坂公民館

10月3日
（火）

9:00～９:15 屋代第六区公民館

9:35～10:15 屋代第五区区民館

10:35～10:50 屋代児童センター

11:10～11:40 聚楽館

13:00～13:30 倉科コミュニティセ
ンター

13:50～14:10 バス停「倉科入口」向
かい

14:30～14:50 中村農村センター

15:10～15:30 あんずの里観光会館

10月4日
（水）

9:10～10:00 八幡公民館

10:20～10:50 斎森神社

11:10～11:40 代公民館

13:10～13:50 伊勢社

14:10～15:00 屋代公民館

10月5日
（木）

9:20～9:40 大池公民館

10:00～10:20 姨捨公民館

10:40～11:40 更埴図書館南側

13:00～14:00 埴生公民館

14:20～14:40 中公民館

10月6日
（金）

9:10～9:40 志川コミュニティセ
ンター

10:00～10:50 稲荷山公民館

11:10～11:40 稲荷山温泉杏泉閣

13:00～13:30 埴生保育園前

13:50～14:20 寂蒔団地集会所

14:40～15:30 更埴保健センター
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（
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
）は
、
早

急
に
治
療
す
べ
き
重
症
患
者
へ
の
対

応
が
遅
れ
る
な
ど
本
来
の
役
割
を
十

分
に
発
揮
で
き
な
く
な
る
の
で
、
控

え
ま
し
ょ
う
。

○
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ

体
の
不
調
を
感
じ
た
時
は
早
め
に

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
検
査
や

入
院
が
必
要
な
場
合
は
、
適
切
な
医

療
機
関
や
専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

○
「
長
野
県
小
児
救
急
電
話
相
談
」

を
利
用
す
る

子
ど
も
の
夜
間
の
ケ
ガ
や
急
病
な

ど
の
対
処
に
戸
惑
う
と
き
や
、
医
療

機
関
を
受
診
す
べ
き
か
ど
う
か
判
断

が
難
し
い
と
き
に
看
護
師
な
ど
が
相

９
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
救
急
医

療
週
間
で
す
。
救
急
医
療
機
関
は
、

夜
間
や
休
日
の
け
が
や
急
病
で
早
急

に
治
療
が
必
要
な
人
を
対
象
に
、
応

急
的
な
処
置
を
行
な
う
施
設
で
す
。

大
切
な
命
を
守
り
、
本
当
に
救
急
医

療
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
、
適

正
な
利
用
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
を
守
る
た
め
に

○
緊
急
性
が
な
く
軽
症
の
人
は
受
診

を
控
え
る

「
夜
間
の
方
が
空
い
て
そ
う
」「
昼

間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」な
ど
の
理

由
で
軽
症
の
人
が
、
休
日
や
夜
間
に

救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

国
民
健
康
保
険
の

　
　
保
険
証
を
更
新

10
月
1
日
か
ら
新
し
い
保
険
証

に
か
わ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、
9
月

下
旬
に
一
般
分
は
空
色
、
退
職
分

は
桃
色
の
保
険
証
を
郵
送
し
ま

す
。

社
会
保
険
へ
加
入
し
た
人
は

会
社
勤
務
な
ど
に
よ
り
社
会
保

険
に
加
入
し
た
人
は
、
社
会
保
険

加
入
日
以
降
は
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

社
会
保
険
の
保
険
証
が
届
く

ま
で
に
は
日
数
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き
の

際
に
加
入
日
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て

も
、
自
動
的
に
国
民
健
康
保
険
か

ら
は
脱
退
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

要
書
類
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
市
役
所
で
脱
退
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・

健
康
推
進
課（
内
線
６
２
５
３
）

救
急
医
療
機
関
の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
を 

　

市
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
に
、
市
営
水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
の
検
針
・
徴
収
業
務
及

び
窓
口
業
務
に
つ
い
て
、
民
間
事
業

者
に
委
託
し
ま
す
。

委
託
に
と
も
な
い「
千
曲
市
上
下

水
道
料
金
等
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」を

更
埴
庁
舎
上
下
水
道
課
内
に
開
設
し

ま
す
。
上
下
水
道
の
開
始
・
休
止
・

料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
料
金
関
係

の
書
類
は「
千
曲
市
上
下
水
道
料
金

等
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」が
発
行
し
ま

す
。ま
た
各
種
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、

受
託
者
で
あ
る
シ
ー
デ
ー
シ
ー
情
報

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
が
行
な
い
ま
す
。

■
主
な
取
扱
業
務

○
市
営
水
道
地
区　

　
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
開

閉
栓
の
受
付
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
、
利
用
し
た
水
量
の
調
査
、

上
下
水
道
料
金
な
ど
の
収
納
業
務

○
県
営
水
道
地
区

　
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ（
下

水
道
の
み
）、
開
始
・
休
止
の
受
付

（
下
水
道
の
み
）、
井
戸
水
な
ど
私

設
メ
ー
タ
ー
の
検
針
、
下
水
道
使

用
料
の
収
納
業
務

で
あ
る
空
き
家
の
問
題
を
行
政
が

解
決
す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

空
き
家
問
題
を
市
民
と
共
有

今
月
か
ら
、
千
曲
市
に
お
け
る

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
本
紙
で
連

載
し
ま
す
。市
民
か
ら
の
相
談
や

問
い
合
わ
せ
に
も
答
え
な
が
ら
、空

き
家
問
題
に
つ
い
て
の
課
題
を
一
緒

に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ぜ
ひ
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

三
世
代
の
同
居
・
近
居
を
支
援

9
月
か
ら
申
請
受
付
が
ス
タ
ー

ト
し
た
三
世
代
同
居
近
居
促
進
事

業
補
助
金
を
活
用
し
て
、
実
家
に

住
ん
だ
り
、近
く
に
住
ん
で
管
理
を

し
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。市
報
8
月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

ひ
と
り
娘
、
ひ
と
り
息
子
が
東

京
へ
進
学
し
て
そ
の
ま
ま
就
職
し
、

結
婚
し
て
首
都
圏
で
暮
ら
し
て
い

る
と
い
う
家
庭
は
多
い
と
思
い
ま

す
。多

く
の
場
合
、子
ど
も
の
進
学
に

よ
る
市
外
へ
の
転
出
が「
実
家
の
空

き
家
化
」へ
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

今
年
4
月
に
建
設
課
内
に
新
設

さ
れ
た
空
き
家
対
策
係
で
は
、年
々

増
加
す
る
空
き
家
の
適
正
管
理
は

も
と
よ
り
、
そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
も
注
目
し
て
、大
切
な
資
産
で
あ

る
家
と
土
地
の
価
値
を
生
か
す
方

法
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
年
度
は

空
き
家
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
の
計
画
を
作
り
ま
す
。た
だ
し
、

こ
の
計
画
は
所
有
者
の
個
人
資
産

千
曲
市
上
下
水
道
料
金
等
お
客
様
セ
ン
タ
ー

を
開
設

10月１日からの問い合わせ先

千曲市上下水道料金等

お客様センター

（千曲市上下水道料金等徴収業務
受託者 シーデーシー情報システム
株式会社）

℡026-272-7556

　026-272-7557

■営業時間

　月～金曜日
　午前８時30分～午後５時15分
　土・日曜日、祝日、年末年始（12
　月29日から１月３日）は休業。

＊開 設に関するお問い合 わせ
は、上 下 水 道 課（内線5618・
5632）へお願いします。

FAX

談
・
助
言
を
行
な
い
ま
す
。

【
長
野
県
小
児
救
急
電
話
相
談
】

■
電
話
番
号　
＃
８
０
０
０

＊
ア
ナ
ロ
グ
回
線･

Ｉ
Ｐ
電
話
は
、

℡
０
２
６
３

－

３
４

－

８
０
０
０

■
時
間　
毎
日
午
後
７
時
～
11
時

救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は

事
前
に
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機

関
に
電
話
で
連
絡
し
、
症
状
を
伝
え

て
、指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　
保
険
証
、
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
、
母
子
健
康
手
帳
、
お

薬
手
帳
、診
察
代
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
健
康
推
進
課（
内
線

６
２
５
６
）

知っておきたい

空き家のはなし

【シリーズ】

Ｎｏ．１

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
建
設
課（
内
線
５
６
４
５
）

空
き
家
の

　
　
発
生
原
因
は
？

臨
時
職
員
（
事
務
補
佐
員
）
を
募
集

曜
日
、祝
日
含
む
）

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
０
９
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
9
月
15
日（
金
）ま
で

に
更
埴
庁
舎
総
務
課
に
持
参
す
る

か
、
郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ

さ
い
。

■
面
接
試
験　
9
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
総
務
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
２
１
４
）

■
募
集
人
員　
１
人

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
で
、パ
ソ
コ

ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
屋

代
駅
構
内
）

■
勤
務
期
間　
10
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
12
日
以
内（
土
・
日
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■問い合わせ先

　射水市観光協会　（℡0766-84-4649）

第  回７

は
じ
め
ま
し
て
。地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
合
津
で
す
。４
月
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
信

州
千
曲
観
光
局
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。祖
父
母
が
生
前
千
曲
市
に
住

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
思
い
出
深

い
こ
の
地
に
移
り
住
み
ま
し
た
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

隊
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
か
ら

早
5
か
月
。日
々
の
観
光
局
で
の
仕

事
と
並
行
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
ま
す
。千
曲
市
に
は
四

季
を
通
し
て
豊
か
な
自
然
の
景
色
、

面お
も
し
ろ白
い
イ
ベ
ン
ト
が
溢あ

ふ

れ
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
季

節
の
風
景
、
催
し
物
の
最
新
情
報

を
隊
員
が
記
事
に
し
て
信
州
千
曲

観
光
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
も
千

曲
市
の
魅
力
を
様
々
な
人
に
向
け

て
発
信
し
、沢
山
の
人
に
訪
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
月
29
日
に「
名
月
の
里
姨
捨 

星
空
・
夜
景
観
察
会
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。日
本
夜
景
百
選
に
選
ば

れ
た
姨
捨
の
棚
田
で「
地
上
の
夜

景
」と「
天
上
の
名
月
」を
満
喫
し

ま
す
。私
も
参
加
す
る
の
で
、
一
緒

に
秋
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

界のからくり人形展」にも
出展されました。
■期日　９月23日（土・祝）
■場所　海老江山町内一円

圧巻です。昼は花山、夜は
提灯山に装いを変えます。
■期日　10月8日（日）
■場所　大門山町内一円

▲地域おこし協力隊主催イベント
「やさしいヨガ」を開催

▲戸倉上山田温泉夏祭りの木遣り
に参加（写真左）

(C) 信州千曲観光局 (C) 信州千曲観光局

　　　 　海
え び え

老江曳
ひ き や ま

山まつり

海老江加茂社の秋季例祭で、３基の曳山が昼は
花山、夜は提灯山で町内を練り歩きます。西町の
からくり人形は瞬時に唐子や猿の顔に変身し「世

新
しんみなと

湊曳山まつり

放
ほ う じ ょ う づ

生津八幡宮の例大祭で、13 基の曳山が昼は
「花

はなやま

山」夜は「提
ちょうちんやま

灯山」に装いを変え、町中を勇壮に練
り廻

まわ

ります。「イヤサー、イヤサー」の掛け声ととも
に狭い街角を急曲がりする勇壮さは見どころです。

映画「人生の約束」の題材にもなりました。
■期日　10月1日（日）
■場所　放生津・新湊山町内一円

大
だ い も ん

門曳山まつり

大門神社の秋季例祭で４基が町内を練り廻りま
す。庄川に架かる大門大橋を４基揃って渡る姿は


